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第 35 号 （隔月発行） 

平成 30年（2018）10月 1日 

元号が「平成」の期間も残り数か月となりました。新しい元号はまだ発表されていません

が、次の時代を担う子供たちは着実に育っています。木谷地域で成長する子どもたちの姿

を、紙上でご紹介します。 

 

参加した５６チームの中から、立派な入場行進を

した４チームが表彰された「入場行進優秀賞」。そ

の中の１チームに選ばれました。 

 

７月２８日、１回戦で岐阜県代表の小泉クラブと対戦。

惜しくも敗れましたが、勝敗を超えた貴重な体験となり

ました。 

７月２７日～３１日の日程で行われた「第２３回高野山旗全国学童軟式野球大会」に、「木谷ジャガーズ少年野

球クラブ」が広島県代表として８年ぶり２回目の出場を果たしました。（写真提供：木谷ジャガーズ） 



木谷自治協議会広報紙 

~ 2 ~ 
 

 

 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

   

 

 

 

９月８日、海辺の生き物とのふれ合いを通じて、子どもたちの海への関心や海を大切にする心を育むことを目的

に、広島ホームテレビ主催の「地球派宣言・海辺の自然学校」が木谷地域で開かれました。参加したのは小中

学生２８名（うち木谷小学校から５名）。古本敦子さん（木谷はっけん野あそび会主宰）らに引率され、雨のなか

木谷小学校の周辺や赤崎海岸で生き物を採取し観察しました。（写真提供：的場博さん） 

小学校近くのアシの生えている小川（汽水域）でア

シハラガニを探しているところ。このほか陸地に住

み産卵のため海岸に来るアカテガニや、干潟の砂

地を好むハクセンシオマネキを見つけ観察しまし

た。 

最後に小学校の教室で、グループごとに今日一日

を振り返りました。一見穏やかにみえる海辺でも、

さまざまな生き物が生き残りを賭けるリアルな自然

界。次の時代を担って生きる子どもたちは、ここか

ら多くのことを学んだことでしょう。 

タコ、シャコ、ナマコ、ウニ、クラゲ、ヒトデ、ハゼ、ギンポウ、カワハギ、メバル、カサゴ、貝類・・・。赤崎海岸で

子どもたちが捕まえた海の生き物たちは思った以上に多様でした。その中から各グループが「自慢の獲物」

を発表して古本さんがその生態などを解説。そのあと海の自然を守るため、ほとんどの生き物を海に返しま

した。 
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8/12 今後の豪雨災害に備え、土のうづくり 

７月の豪雨による浸水対策などへの使用で、備

蓄していた土のうが払底。今後の豪雨や洪水に

備え、消防団や区長、自治協役員など９２名が

参加し、１４００袋の土のうを作りました。 

           

                          

9/6 南海トラフ地震に備え、園児が避難訓練 

 近い将来の発生が確実視されている南海トラフ

地震。それに伴う津波の避難訓練に防災安全部

の８名が参加。木谷保育所から安全な高台への

園児の迅速な避難を支援しました。                          

8/5 高齢者の熱中症予防（友愛訪問） 

記録的な猛暑となった今年の夏。熱中症防止など健康

管理への一助にと、７７歳以上の高齢者２７７名に塩

飴とお茶が配られました。木谷自治協議会と木谷地区

社協「蛟龍」が準備し、区長の皆さんに見守りを兼ね

てそれらを手渡していただきました。 

＜木谷自治協議会・区長会・木谷地区社協「蛟龍」＞ 

8/9～8/12 「科学研究で木谷のお宝さがし」（うち 8/10・22 「カニカニ大調査とウミホタル」） 

夏休み。「豪雨災害により木谷のカニはどのような影響を受けたか？」を研究テーマに小中学生３名が

ハクセンシオマネキなどのカニの生態調査に取り組みました（写真）。調査の結果、木谷のカニはほと

んど影響を受けていませんでした。またアカテガニの産卵とウミホタルの観察には地域外からも多く

の参加があり、生命の不思議に歓声があがりました。 

＜木谷はっけん野あそび会＞ 

ハクセンシオマネキ 
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 ＜平成３０年１１月までの各部会の主な活動予定 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木谷の人口（住民基本台帳） 世帯数 人口（男女計） 男 女 

平成 30年 8月末現在 699 1,616 780 836 

平成 29年 8月末との比較 ＋4 －15 －12 －3 

 

 

教教育育文文化化部部会会 

7/22 ７月豪雨災害の後片付けを手伝いました 

自治協役員など有志７名が、ＪＲ安芸津駅前の

道路や民家において、７月の豪雨による床上浸

水・床下浸水で発生した災害ごみの撤去を手伝

いました。           

                          

9/13さざなみ荘の敬老会に招かれました 

ケアハウス赤崎さざなみ荘の敬老会に、「木谷

ひょっとこ笑友会」が招かれ、入居者の皆さん

の前でひょっとこ踊りと体操「踊る！七福神」

を披露し、会を盛り上げました。         

                          

教育文化部会 10月 27日（土） 教育講演会 

福祉生活部会 11月 02日（金） ふれあい合同サロン＜木谷地区社協「蛟龍」＞ 

木谷自治協議会 

（まちづくり実行委） 

10月 21日（日） 木谷フェスティバル（重松神社秋季例祭の応援） 

11月 25日（日） 赤崎ウォーキング・学生との交流事業 

※７月の豪雨災害の影響および 9月 9日の大雨・洪水警報に伴う「避難勧告」発令により、自治協が関

係する以下の行事は中止となりました。 

０７月１５日 赤崎海岸清掃 

０８月１９日 東広島市民スポーツ大会（球技） 

０９月  ９日 福寿の会（敬老事業） 

１０月０８日 安芸津町民体育大会 

編集：木谷自治協議会事務局 広報担当 

 

【木谷自治協議会からのお知らせ】 

平成３０年７月の西日本豪雨災害で、ご自宅が全壊という損害を被られた殿畠英治さ

んに対し、９月の木谷自治協議会の定例幹事会において、被災者お見舞金３万円を贈る

ことが決定されました。 
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自治協議会 地域センター 自治協議会 地域センター

1 月 琴美会・ほぼろ島・スイング紅 1 木 放課後子供教室

2 火 卓球 2 金 防犯パトロール

3 水 幹事会 卓球・子ども習字 3 土

4 木 放課後子供教室 4 日

5 金 防犯パトロール 5 月 ほぼろ島・スイング紅

6 土 竹細工教室 6 火 卓球

7 日 7 水 幹事会 卓球・子ども習字

8 月 8 木 放課後子供教室

9 火 卓球 9 金 ひょっとこ

10 水 卓球・花ごよみ 10 土 竹細工教室

11 木 洋裁の会・放課後子供教室 11 日

12 金 ひょっとこ 12 月 琴美会・ほぼろ島

13 土 竹細工教室 13 火 卓球

14 日 木谷小学校PTA 14 水 卓球・花ごよみ

15 月 琴美会・ほぼろ島・スイング紅 15 木 放課後子供教室

16 火 卓球 16 金

17 水 卓球・ビオラの会 17 土 竹細工教室

18 木 放課後子供教室 18 日

19 金 19 月 ほぼろ島・スイング紅

20 土 20 火 卓球

21 日 21 水 卓球・ビオラの会

22 月 ほぼろ島・のばら会 22 木 放課後子供教室

23 火 卓球 23 金

24 水 花ごよみ・卓球 24 土

25 木 洋裁の会・放課後子供教室 25 日 赤崎ウォーキンング

26 金 ひょっとこ 26 月 琴美会・ほぼろ島・のばら会

27 土 教育講演会 27 火 卓球

28 日 28 水 卓球・花ごよみ

29 月 ほぼろ島 29 木 放課後子供教室

30 火 卓球 30 金

31 水 花ごよみ・卓球

木谷フェスティバル（重松神社秋季例祭）

2018年10月行事(使用）予定・予約状況 2018年11月行事（使用）予定・予約状況

行　　　　事

休館日

日 曜
行　　　　事

日 曜

※上記予定表はH30年9月21日時点の予約状況です。

休館日

　　　　✥お茶の間カフェほぼろ島　毎週月曜日（祭日除く）開催しています！✥

休館日

〒７３９－２４０１

東広島市安芸津町木谷4127-2

TEL/FAX 0846－45－0105

平成30年（2018年）9月発行（No.35）
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